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消費者大学事業 

 

くらし安全・消費生活課 

 

１ 趣旨 

 消費生活に関する基礎的かつ最新の情報等を講義とグループワークを通して幅広く習得す

ることにより、消費者被害を未然に防ぐとともに、消費生活について自ら学び、かつ消費に

あたって自主的・合理的な選択ができる「自立した消費者」の増加や、地域・職場等での消

費者教育や啓発活動を中核となって行う人材の育成を図る。 

 

２ 事業の必要性 

 消費生活に関する講座では、最新の消費者問題等を単発の講義形式で学ぶ「くらしのセミ

ナー」を 2017 年度まで実施してきたが、幅広い知識を体系的に習得するには至っていなかっ

た。 

 また、グローバル化や高度情報化の進展により消費者問題も多様化、深刻化し、消費者を

とりまく環境や問題も刻々と変化する中で、消費者被害を防止するためには、引き続き最新

の情報の習得も引き続き求められる。 

 このため、消費生活に関する基礎的かつ最新の情報等を連続講座形式で、さらに「自ら学

ぶ」ようグループワークや実地見学等も活用して幅広く習得できる講座が必要である。 

 そして、「自立した消費者」の増加や、消費者教育等に係る中核的人材の育成を行うことは、

住民にとって最も身近な消費生活相談窓口としての市町村の機能を充実・強化させるために

必要な、「消費生活相談員」を目指す人材の確保にもつながる。 

 

【 消費者教育人材育成施策のイメージ 】 

 

                 【見込まれる効果】  

                消費生活センター設置促進 

               

    消費生活相談員       

      資格取得支援講座           

      （国家資格の取得）                       

                          【見込まれる効果】  

消費者教育中核的人材                    地域で中核となって消費者教育を 

育成研修（専門研修）          担う人材（ボランティア）の育成 

       

 

      

 

     消費者大学  （幅広い基礎知識の習得） 

【見込まれる効果】 

自立した消費者の増加と                                    

消費生活ｻﾎﾟｰﾀｰの登録推進 

 

          消費者大学の実施により「自立した消費者」が増加 

対象：消費者大学受講者、消費生活サポーター、意欲のある者 

対象：一般県民 200 名 

受講後に消費生活サポーター登録可 

対象：消費生活相談員、消費生活サポーター等 

法的専門研修（20 名程度）   講師養成研修（50 名程度） 

中
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人

材
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成 
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３ 事業の概要 

  消費者教育の基礎講座を開講（カリキュラム案等は別紙参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 予算要求額 

  ３，８２３千円 （裁） 

  （国庫（地方消費者行政強化交付金）1/2  1,911 千円、一財 1,912 千円） 

開催時期： ９月～11月（受講者が参加しやすい土、日、祝日を予定） 

開催場所： 佐久地域、伊那地域 

講座数等： ・12講座（１日２講座（午前・午後）×６日） 

 （12講座のうち８講座（全講座のうち2/3）以上受講した者に修了証を交付） 

・課外講座1（実地見学等） 

対 象 者： 県内の希望者 約 200 名（佐久会場 100 名、伊那会場 100 名） 

講座内容： 消費生活に関する講義 

長野県版エシカル消費に関する講座（２講座程度） 
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長野県版エシカル消費推進事業 

くらし安全・消費生活課 

１ 目的 

  「長野県版エシカル消費（生産）」を県民及び事業者に周知・啓発することにより、「人・健

康・地域・社会・環境に配慮した思いやりのある消費（生産）」行動を促し、持続可能な社会

の実現（SDGｓ）及び地域内経済循環の拡大等により、環境問題や社会問題、地域での雇用創

出といった社会的課題の解決を目指す。  

 

２ 事業の内容 

昨年度に開催したキックオフフォーラムを足掛かりとして、県内における長野県版エシカル

消費（生産）のさらなる取組を推進する。 

（１）「 長野県版エシカル消費」の周知・啓発 

 ポスター・リーフレットによる周知 

 親子参加型エシカル教室の開催 

 生協・事業者団体との連携による啓発 

 マスコミ、市町村広報媒体等を利用した啓発 

（２） エシカルプロダクツ(＊)啓発に向けた取組 

 エシカルプロダクツに関するＭＡＰ作成調査 

 事業者向けセミナーの開催  

 長野県立大学や産業労働部等関係部局との連携 

 

 

   

 消費者                          事業者 

 ●エシカル消費の知識の習得（学び）            ●消費者志向の把握 

  →自身の消費行動の振り返り               ●自社のｴｼｶﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂの広報 

 ●MAPによるｴｼｶﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ事業者の把握             ●CSR活動の促進 

   →エシカル消費の実践（自治）              ●SDGsへの貢献 

●SDGs への貢献                                      調査協力 

                                            情報提供                                                            

                学生による MAP 作成 

                 ●ｴｼｶﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ事業者の把握と可視化 

                ●若年層消費者の視点 

                     ●消費者行動論の応用 

              ●若者の消費者問題への関心向上 

              ●ｴｼｶﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ起業等の研究 

 

 

 

 

 

３ 予算要求額   3,322 千円（国補 1/2 1,660 千円 一財 1,662 千円）（裁） 

【長野県版エシカル消費推進事業のイメージ】 

 

研究成果 
の還元 
 
若年目線 

の提言 

MAP 作成・更新 

消費行動の手助け 

若年目線の問題提起 

消費行動 

ｴｼｶﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂの選択 

エシカルプロダクツ 

の生産・提供 

エシカル消費の促進 

長野県版エシカル消費推進事業 

（＊）エシカルプロダクツ 

エシカルな消費行動に繋がる 

商品・サービスの提供 
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